
播隆上人 槍ヶ岳開山 
槍ヶ岳山荘 穂苅康治 



笠ヶ岳“幻の石仏”発見 
＜「広報かみたから」平成13年9月号抜粋＞ 



槍の影とブロッケン／槍頂上にて 



ブロッケンと槍が岳／槍ヶ岳肩 



槍ヶ岳とブロッケン 



三昧發得記 ＜一部抜粋＞ 

～日没、西海ノ落日ヲ拝テ、四方ノ景色ヲ詠ムル
ニ、南方ノ空、眼上ニ光明輝キタマヒテ、阿弥陀
仏御出現マシマセハ、未曾有ノ心、難有拝礼ヲ遂
奉テ、ツクツク御尊容ヲ拝シ奉ルニ、其丈八九尺
斗リ也、亦大円光ノ内輪ハ、白光色、中輪ハ赤光
色、外輪ハ一面紫光色ナリ、雲上ヲ照リ輝キタマ
フ金体ヲ拝シ奉リ～ 



槍ヶ岳頂上 



槍沢上部 



播隆窟 



播隆窟の仏像 



槍ヶ岳から穂高へ 



穂高連峰／槍ヶ岳から 



夏の槍穂高縦走路 



西鎌から笠ヶ岳へ 



槍ヶ岳から笠ヶ岳へ 



笠ヶ岳落日 



槍ヶ岳から蒲田へ 



槍ヶ岳から蒲田へ２ 



第１回槍ヶ岳播隆祭 



第１回槍ヶ岳播隆祭 

播隆上人が籠った坊主の
岩小屋の前で法要 
 

播隆院護持仏（三尊仏） 



第１回槍ヶ岳播隆祭 

播隆上人100年祭に納め
られた槍ヶ岳寿命神 
 

往時をしのび、ワラジ姿で槍沢
をのぼる住職ら一行 



播隆祭に集まった人々 

播隆祭の発起人の一人、 
日本山岳会の長老・折井健一氏 
 
 

元日本山岳会会長・三田幸夫氏 



播隆祭に集まった人々 

大正12年女性として槍ヶ岳初登頂
したという村井米子氏 
 
 

東京都山岳連盟会長・高橋定昌氏 
 



播隆祭に集まった人々 

笠ヶ岳と播隆上人の研究家・ 
元田貞男氏 
 
 

日本山岳写真協会会長・風見武秀氏 
 



槍ヶ岳播隆祭 



富山 亀谷温泉の播隆上人像 



松本 玄向寺の播隆上人像 



播隆上人屋敷跡 

• 濃尾平野より眺める伊
吹山の左肩に堂々と根
を張る池谷峰を大きく
まいた鞍部にこの屋敷
跡がある。 
 
 ＜一心寺パンフレットより＞ 

石碑は平成二年秋揖斐の信者によって建てられた 



春日谷での足跡 

＜一心寺パンフレットより＞ 



播隆上人が持ち歩いた品々 

• 錫杖・・・140cm 
• 鉄鉢・・・口径23cm 
• 如意 
• 数珠 
• ナタ・・・38cm 2kg 
 （槍ヶ岳登初の際使用） 

 
＜一心寺パンフレットより＞ 

 
 

［一心寺蔵］ 



春日谷での足跡 

かつて播隆屋敷にあった如来像 
石工赤坂宇吉の銘がある 

滝つぼさん（関ヶ原町玉） 

＜一心寺パンフレットより＞ 



伴次郎英総史料 

「飛騨新道」開通請状 



「飛騨新道」里程表 



中田又重の頃の 
飛州新道及び槍ヶ岳登頂ルート図 



天狗原 



大喰岳の初雪 



小槍の夕暮れ 



岩氷と朝日 
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